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過去の大規模停電事例

発生日 件 名 概要 停電電力・期間※ 備考

1965 
6/22

関西系統停電 近畿全域が停電

(60Hz全域に影響あり)
294万kW (72%)
最長3時間4分

275kV送電線→過負荷→電源脱落

1965 
11/9

米国北東部停電(ﾆｭｰﾖｰｸ大停

 
電)

ﾆｭｰﾖｰｸ州，ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ州などの米国北東部6州

 
と，ｶﾅﾀﾞｵﾝﾀﾘｵ州の3000万人に影響

2,000万kW以上

13時間

保護装置の誤動作→過負荷→電源脱落

→周波数低下

1977 
7/13

ﾆｭｰﾖｰｸ市大停電 ﾆｭｰﾖｰｸ市の900万人に影響 600万kW
26時間

落雷→過負荷→系統分離

1987 
7/23

基幹系電圧低下停電事故

 
(電圧不安定事故) 【事例１】

静岡東部，神奈川西部，山梨中央部，

 
埼玉南部，東京多摩，荒川区，足立区，

 
文京区，北区が停電

817万kW (21%)
3時間21分

(１７分：東京23区)

需要急増→電圧低下→負荷制限

1996 
8/10

米国西部停電(WSCC事故) ﾜｼﾝﾄﾝ州，ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州，ﾃｷｻｽ州などの米国西部

 
14州と，ｶﾅﾀﾞ，ﾒｷｼｺの750万人に影響

2,800万kW
9時間

樹木接触→過負荷→系統動揺→系統分断

1999 
11/22

航空機墜落による送電線

断線事故

 

【事例２】

東京都区内，多摩地域，埼玉県南部など

 
約80万軒が停電

約161万kW (4%)
3時間19分 (31分)

航空機送電線墜落→送電線２回線事故

設備復旧

 

仮復旧11月23日、本復旧11月27日

2003 
8/14

米国北東部停電

 

【事例３】 ﾆｭｰﾖｰｸ州，ﾐｼｶﾞﾝ州などの米国東部8州とｵﾝﾀﾘｵ

 
州などのｶﾅﾀﾞ2州の5000万人以上に影響

6,180万kW
43時間

樹木接触→連鎖的な送電線停止→系統動揺

 
→系統分離

2003 
9/28

ｲﾀﾘｱ大停電 ｻﾙｼﾞﾆｱ島を除くｲﾀﾘｱ全土が停電し，約5,600万

 
人に影響

2,770万kW
最長9時間25分

樹木接触→送電線事故→過負荷→

安定度と電圧崩壊

2006 
8/14

クレーン船接触による送電線

 
断線事故

 

【事例４】
東京都心部，神奈川県横浜市北部・川崎市西部，

 
千葉県市川市・浦安市の一部など

 
約139万軒が停電

約216万kW (7%)
4時間6分 (59分)

ｸﾚｰﾝ船送電線接触 → 送電線２回線事故

設備復旧：本復旧8月17日

2006 
11/4

欧州大陸広域停電 ﾄﾞｲﾂ，ﾌﾗﾝｽ，ｲﾀﾘｱ，ｵｰｽﾄﾘｱ，ｽﾍﾟｲﾝ，ﾍﾞﾙｷﾞｰ，

 
ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ，ｵﾗﾝﾀﾞなどで約1500万軒が停電

1,700万kW
最長2時間10分

送電線2回線停止→過負荷→連鎖的な送電線遮

 
断→系統分断→周波数低下

2011 
2/1

ﾃｷｻｽ州ｱｲｽｽﾄｰﾑ停電 ﾃｷｻｽ州で400万kWの輪番停電を実施 400万kW
最長8時間

ｱｲｽｽﾄｰﾑ→発電機解列→負荷制限

※括弧内は送電系統の復旧時間

国内外の主要な大規模停電実績
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事例１
 

--基幹系電圧低下停電事故（電圧不安定事故）--

【事故概要】
発生日時：1987年7月23日（木）

 

13時19分
停電規模：約817万kW 最長3時間21分
停電地域：東京都区内北部・南部

 

, 埼玉県南部, 神奈川県西部
静岡県東部, 山梨県南部, 千葉県北部

停電復旧：1987年7月23日（木）16時40分
（東京23区：13時３６分）

停電原因：猛暑による需要の急増および無効電力供給力不足による
基幹系統の大幅な電圧低下

社会的影響：ＪＲ東北・上越・東海道新幹線および在来線，都営
地下鉄で遅れ，私鉄各線で運休または遅れ
信号機停止有
各所でエレベーター閉じ込め発生

【広域停電に至る主な発生事象】
11:00～12;00 需要が午前中最大の3,910万ｋWまで増加
13:00    需要は3,820万ｋWに達する。500ｋV系統電圧は510

～520ｋVと正常範囲内。
13:00～13:19

 

需要の立ち上がりが過去最大日の2倍にあたる
400MW/分で増加。500kV系統電圧が低下開始

13:19    500kV系統電圧：西部系統370ｋV、中央部系統390
ｋV

 

程度まで低下。保護リレー動作により供給支障発生。
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事例2 ---航空機墜落による送電線断線事故----
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13:42　275kV　Ｍ線１，２号事故発生

13:57　Ｎ変電所送電・復旧

14:00　Ｍ変電所送電

17:01　Ｍ変電所復旧
　　　　　（送電復旧）

14:09　Ｐ変電所送電

14:13　Ｐ変電所復旧

【事故概要】

発生日時：1999年11月22日（月）13時42分

事故箇所：275kV

 

Ｍ線1,2号

 

No.22～24鉄塔

停電規模：約161万ｋＷ

 

最長3時間20分

停電地域：東京都区内，多摩地域，埼玉県の南部などで合計約８０万軒

送電復旧：1999年11月22日（月）

 

14時13分（発生から31分）

停電原因：練習機が河川敷に墜落した際に送電線が断線

全復旧：1999年11月22日（月）

 

17時01分（発生から3時間19分）

設備復旧：1L…1999年11月23日

 

18時44分

 

仮復旧

2L…1999年11月24日

 

14時00分

 

仮復旧

1・2L…1999年11月27日

 

18時00分

 

本復旧

社会的影響：有楽町線，西武新宿・池袋線全線，都営大江戸線，

東武東上線の一部で遅れ

信号機651箇所停止

港区・世田谷区などでエレベーター閉じ込め15件



4

【事故概要】

発生日時：2003年8月14日（木）16時11分

停電規模：最大で６,１８０万ｋＷが停電，５,１００万人に影響

停電地域：○米国：ｵﾊｲｵ州, ﾐｼｶﾞﾝ州, ﾆｭｰﾖｰｸ州, ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ州など

○カナダ：オンタリオ州，ケベック州

停電復旧：2003年8月16日（土）10時00分（一部地域除く）

停電原因（米国・カナダ合同調査チームによる）

①系統状況の認識不足

②樹木伐採の管理不適切

③信頼度コーディネーターの支援不足およびオペレーター技能不足

【広域停電に至る主な発生事象】
13:31:34

 

ｲｰｽﾄﾚｲｸ発電所５号機ﾄﾘｯﾌﾟ（発電機過励磁）

 

①

14:02:00

 

345kVｽﾁｭﾜｰﾄ・ｱﾄﾗﾝﾀ線ﾄﾘｯﾌﾟ（線下の雑木林の火事）

 

②

14:14:00  （ﾌｧｰｽﾄｴﾅｼﾞｰ社の警報およびﾛｷﾞﾝｸﾞ機能がﾀﾞｳﾝ）

14:41:00  （ﾌｧｰｽﾄｴﾅｼﾞｰ社のｱﾗｰﾑ機能を管理するｻｰﾊﾞがﾀﾞｳﾝ）

14:54:00  （ﾌｧｰｽﾄｴﾅｼﾞｰ社のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀもﾀﾞｳﾝ）

15:05:41

 

345kVﾊｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾁｪﾝﾊﾞﾘﾝ線ﾄﾘｯﾌﾟ（負荷43.5％、樹木）

 

③

15:32:03

 

345kVﾊﾝﾅ・ｼﾞｭﾆﾊﾟｰ線ﾄﾘｯﾌﾟ（負荷87.5％、樹木）

 

④

15:42:35

 

345kVｽﾀｰ・ｻｳｽｶﾝﾄﾝ線ﾄﾘｯﾌﾟ（負荷93.2％、樹木）

 

⑤

15:42:49～

 

（多数の138kV送電線がﾄﾘｯﾌﾟ）

16:05:57

 

345kVｻﾐｽ・ｽﾀｰ線ﾄﾘｯﾌﾟ

 

（ｵﾊｲｵ州南部と北部が分断、距離ﾘﾚｰ動作）

 

⑥

16:06:02～

 

（３本の138kV送電線がﾄﾘｯﾌﾟ）

16:08:59～

 

345kV送電線ﾄﾘｯﾌﾟがｵﾊｲｵ州西部へ移動

 

⑦

16:10:36～

 

345kV送電線ﾄﾘｯﾌﾟがﾐｼｶﾞﾝ州を北上

 

⑧

16:10:38

 

ｵﾊｲｵ州北部－ﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ州の連系線ﾄﾘｯﾌﾟ

 

⑨

16:10:39～

 

ﾍﾟﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ州－ﾆｭｰﾖｰｸ州の連系線ﾄﾘｯﾌﾟ

 

⑩

16:10:45

 

ｵﾊｲｵ州－ﾐﾈｿﾀ州およびﾏﾆﾄﾊﾞ州の連系線ﾄﾘｯﾌﾟ

 

⑪

16:10:45

 

ﾆｭｰﾖｰｸ州－ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ州の連系線ﾄﾘｯﾌﾟ

 

⑫

（ﾆｭｰﾖｰｸ州を含む北東部系統が単独系統となる）

16:10:39～

 

ｵﾊｲｵ州北部およびﾐｼｶﾞﾝ州東部で系統分断

 

⑬

16:10:46

 

ﾆｭｰﾖｰｸ州－ﾆｭｰｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ方面の連系線ﾄﾘｯﾌﾟ

 

⑭

16:10:49

 

ﾆｭｰﾖｰｸ州を含む単独系統が東西に分断

 

⑮

（ﾆｭｰﾖｰｸ州西部等は単独系統を形成し、停電を免れた）

事例３----北米大停電----
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事例４
 

----クレーン船接触による送電線断線事故）----
【事故概要】

発生日時：2006年8月14日（月）7時38分

事故箇所：275kV Ｋ線1,2号 No.78～79鉄塔

停電規模：約216万ｋＷ

 

59分(一部配電機器不具合による

停電継続を除く）

停電地域：東京都区内（江戸川区，世田谷区他）

神奈川県横浜市・川崎市の一部，千葉県浦安市の一部他
合計約139万戸

送電復旧：

 

2006年8月14日（月）

 

8時37分（発生から５９分）

停電原因：クレーン船のブームが当該送電線へ接触し，導体を

截断・損傷

全復旧

 

：2006年8月14日（月）10時44分（発生から4時間6分）

設備復旧：1・2L…8月17日（木）0時54分

 

本復旧

社会的影響：ＪＲ京葉線、東急電鉄各線、地下鉄などで運休や一時停止

信号機440基停止（都内）

都内・市川市・浦安市・川崎市などでエレベーター閉じ

込め計７１件
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7:46 Ｃ変電所
復旧

8:08 Ｂ変電所復旧

8:18 Ａ変電所復旧

8:26 Ｅ変電所復旧

５９分

11:30       11:45       12:00        12:15

7:38 Ｋ線 1、2号事故発生

停電変電所：Ａ、Ｂ、Ｃ（Ｄ、Ｅの一部停電）

7:58 Ｓ火力発電所の自動停止に伴う停電量増加 (原因：朝の需要の

伸びに伴う供給力とのバランス崩壊 ) 停電変電所：Ｄ、Ｅ

8:37 Ｄ変電所復旧 全系統送電

12:20 配電線残を送電

停電電力推移

停電エリア
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